
〈
研

究

論

文

６

〉

仏

教

と

キ

リ

ス

ト

教

の

対

論

―
―
井
上
円
了
の
排
耶
論
―
―

芹
　
川
　
博
　
通

一
　

は

じ

め

に
１

問
題
の
限
定

日
本
に

お
け

る
仏
教
と
キ
リ

ス
ト
教
の
対
論

は
、

キ
リ

シ
タ
ン
の
渡
来
以

来
の
歴
史

を
も
っ
て

い
る
が
、
と
き
と
し
て
、
排
耶

論
や

排
仏
論

の
形

を
と

る
両
教
の
対
論
は
、

お
お
よ
そ
三
つ
の
時
期

に
区
別

し
て
み

る
こ

と
が
で
き

る
。
そ
の
第
一
期

は
、
キ
リ

ス
ト
教
の
伝
来

か
ら
近
世
初
頭

の
時
期
で

あ
り
、

こ
こ
で
は
邪
教
観

が
前
提
で
あ

っ
て
、
教
義
的

な
対

論
は
あ
っ
て

も
、
ほ

と

ん

ど
が
国
害

論
に
焦
点

が
し

ぼ
ら
れ
て
、
思
想
的

な
対
論
は
比
較
的
稀
薄
で

あ
っ

た
と
い

う
こ

と
が
で
き

る
。
第
二
期
は
、
近
世
末

か
ら
近
代
初
頭
の
も

の
で
、
こ
の
時
期
に
は
、
プ

ロ
テ

ス
タ
ン
ト
の
伝
来

と
そ

の
伝
道

と
い
う
こ

と
に
直
面
し
て
、

か
な
り
の
思
想
的
な
対
論
の
書

を
見
出
す
こ
と

が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
総
合
的
な
仏
教
の
護
法

論
書
も
現
わ
れ
て
い
る
。

第
三
期

が
明
治
中
期
以

後
の
仏
教
と
キ
リ

ス
ト
教
の
対
論
の
時
期
で
、

こ

の
時
期

は
、

と
く
に
欧
化
主
義

の
反
動

と
し
て

の
国
家
主
義
の
勃
興
の
と
き

で

あ
り
、

仏
教

の
排
耶
論

が
さ
か
ん
に
主
張

さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て

き
て
い

る
。こ

の
報
告

は
、

仏
教

と
キ
リ

ス
ト
教
の
対
論

の
第
一
回
目
と
し
て
、

こ
の

第
三
期

に
お
け

る
仏
教
の
排
耶
論
の
な
か
か
ら
、「

護
国
愛

理
」
の
精

神

的

基
盤
に
も
と
づ
き
な

が
ら
、
仏
教
の
真
理
性
と
、
国
家
主
義

的
な
性

格
か
ら

排
耶
論

を
展
開
し
た
井
上
円
了
の
排
耶
論
を
、
比
較
の
方
法

や
そ
の
基
準
な

ど
に
注
意
を
は
ら
い
な

が
ら
み
て
ゆ
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
　

円

了

三

十

歳

前

後

の

哲

学

・
思

想

の

枠
組

井
上
円
了
（
一
八
五
八
―
一
九
一
九
）
は
、
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
、
二
十

七
歳

で
東
京
大

学
哲
学
科

を
卒
業
し
て
い

る
が
、
円
了
の
排
耶
論
に
関
す

る

著
作

は
、
卒
業
直
後
の
二
、
三
年
に
主
要
な
も
の

が
集
中
し
て
い

る
。

冖
Ｏ

｛

り



か

れ
の

排

耶

論

の

お
も

な
著

作

と

し

て

は
、
『
破

邪

新

論

』
（
明
教
社

、
一
八

八
五
年
）
、
『
耶

蘇

教

の

難

目

』
（
無
外
査

房
、
一
八
八
五
年
Ｘ

『
真

理

金

針
』

初

編
（
山

本
留
吉
、
一
八
八
六

年
三
月
）
、
続

編
（
山
木
留
吉
、
一
八
八
六
年

一
一
月
）
、

続

々
編
｛（
長
沼
清

忠
、
一
八
八
七
年

一
月
）
の

三

編

、

そ

れ

に

『

仏

教
活

論

』

序

論

（
哲
学
書
院
、
一
八
八
七
年
二
月
）
、

破

邪
活

論

（
同
上
、
一
八
八
七
年
一
一
月
）
、

顕

正

活

論
（

同
上

、
一
八
九
〇
年
九
月
）
、

護

法

活

論
（
ま
た
は
活
仏
教
）
（
丙

午
出

版
社
、
一

九

二
一
年
）

の

四

編

か
ら

の

も

の

な

ど

が

あ

る
。

こ

こ

で

取

扱

う

『

真

理

金

針
』

三

編

と

、
『

仏
教

活

論

』

序

論
と

破

邪

活

論

の

二

編

は

、

と

も

に
円

了

三

十

歳

前

の
も

の

で

あ

る

。

円

了

の

こ

の
時

期

の
哲

学

や

思

想

を
表

わ

す
著

作

に

は

、
『

哲

学

新

論

』

（
一
八
八
五
年
）
、
『
哲

学

’一

夕

話

』

全

三

編

（
哲
学
書
院
、
一
八
八
六
一

八
七
年
）
、

『
哲

学

要

領

』

前

・

後

編

（
同
上
、
一
八
八
六
一

八
七
年
）
、
『
心

理

学

講

義

』

（
同
上
、
一
八
八
七

年
）
、
『
心

理
摘

要

』
（
同
上
、
一
八
八
七
年
）
、
『
妖

怪

玄

談

』

（
同
上
、
一
八
八
七
年
）
、
『

哲

学
道

中

記

』（
同
上
、
一
八
八
七
年
）
、
『

倫

理

通

論

』

上

・
下
（
普
及
社

、
一

八
八
七
年
）
、
『
実

際

的

宗

教

学

』
（
一

八
八
七
年
）

な

ど

が

あ

る

。

と

こ

ろ
で

、

円

了

の
哲

学

は
、

現

象

即

実

在

論

と

い

わ

れ

る

。
円

了

の

現

象

即
実

在

論

の

特

色

は
、

そ

の
根

底

に
、

物

即

心

、

理
即

物

心

の

思

想

が
あ

る
こ

と
で

あ

る
。

つ
ま

り

、
「

世

界

は
物

の
み

に

し
て

心

な

し

と

立

つ

る

も

の

」

で

あ

る
唯

物

論

も

、
「

世

界

は
心

の
中

に

あ
り

て

其

外

に

物

な

し

と

立

つ

る
も

の

」

で

あ

る

唯

心

論

も

、

さ
ら

に

「

物

心

二

者

を

統

合

し

て

非

物

非

心

の

理

」

を

本

と

し

、
「

其

理

の

外

に

物

心

な

し

と

立

つ

る
」

唯

理

論

（
非

物
非
心
論
）
を
も
、

中
道

を
得
な
い

も
の
と
し
て
し
り

ぞ
け
る
の
で

あ
る
。

し
か
も
、

唯
物

に
も
あ
ら

ず
、
唯
心
に
も
あ
ら
ず
、
観
念
即
実
在
、
現
象
即

実

在
の
立
場

で
あ
っ
て
、
こ

の
意

味
で
の
唯
心
論
で
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
円

了

は
こ

れ
に
、
新

唯
心
論
の
名
称

を
与
え
て
い
る
。

円
了

が
純
正

哲
学
と
訳

し
た
哲
学
の
一
部
門
は
、
哲
学

の
哲
学

た
る
本
質

を
よ
く
表
わ
す

も
の
で
、

純
正

哲
学

と
は
「
物
・
心
・
理
三
体

の
性
質
規
則
」

を
理
論
的
に
考

究
す
る
も
の
で

あ
る
。

ま
た
、
円
了

は
哲
学
（
純
正
哲
学
）
と
宗
教
の
関
連
に
つ
い
て
、

哲
学

は
、

物
体
を
対
象
と
す
る
物
体
哲
学
（
客
観
論
）
と
、
心
体
を
対

象
と
す

る
心
体

哲

学
（
主
観
論
）
と
、
理
体
を
対
象
と
す
る
理
体
哲
学
（
理
想
論
）
か
ら
な
り
た
っ

て
お
り
、
応
用

学
で
あ
る
宗
教

学
は
、
物

を
め
ぐ
っ
て
展
開

さ
れ
る
物
宗
学

（
＝
有
宗
学
）
と
、
心
を
め
ぐ
っ
て
展
開

さ
れ
る
心
宗
学
（
＝
空
宗
学
）
と
、
理

を
め
ぐ

っ
て
展

開
さ
れ
る
理
宗
学
（
＝
中
宗
学
）
と
か
ら
な

っ
て
い
る
と
す

る

の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
総
括
し
て
智
力
的
宗
教
学
と
よ

ば
れ
、

仏
教
中

の
聖

道
門
を
こ
れ
に
当
て
て
い
る
。
仏
教
は
「

純
正
哲
学
直
接
の
応
用

」
な
の
で

あ
る
。

さ
ら
に
ま
た
、
円
了
は
、
科

学
も
宗
教

に
と
っ
て
調
和
す
る
も
の
と
し
て

受
け
と

め
、
倫
理
は
宗
教
に
い
た
る
「
必
須
の
要
件
」
あ
る
い
は
「
方

便
」

に
す
ぎ
な
い
も
の
と
し
て
い
る
。

円
了

は
、
こ

れ
ら
の
枠

組
の
も
と
に
仏
教
理
解
を
お
こ
な
い
、
仏
教

と
キ

リ

ス
ト
教

の
対
論

が
な
さ
れ
、

仏
教
の
排
耶
論

が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
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三
　
円
了
の
排
耶
論
（
１
）
―
―
『
真
理
金
針
』
の
場
合

明
治

二
〇
年

前
後

に
集
中
す

る
円
了

の
排
耶
書
の
な
か
ぷ

ら
、
『
真
理
金

針
』

と
『
仏
教
活
論
』

の
二
部

を
と
り
あ
げ
、
そ
れ
ら
に
み
ら
れ
る
排
耶
論

を
み

て
ゆ
き
た
い
。

し
た
が
っ
て
、

円
了
の
排
耶
論
の
基
盤

に
は
、
上
述
の

よ
う
な
哲
学
・
思
想
の
枠
組
が
ほ
ぼ
確
立
し

つ
つ
あ

っ
た
こ

と
を
考
慮

し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

『
真
理
金
針
』

か
ら
み

て
い
く
こ
と
に
し

た
い
。
『
真
理
金
針
』
は
、
初
編
、

続
編
、
続
々
編
の
三
編
か
ら
な

っ
て
い

る
。
初

編
は
「
耶

蘇
教

を
排
す

る
は

理
論
に
あ
る
か
」
、
続
編
は
「

耶
蘇
教
を
排
す

る
は
実
際

に
あ
る
か
」
、

そ
し

て
続
々
編
は
「

仏
教
は
智
力
情
感
両
全
の
宗
教

な
る
所
以

を
論

ず
」
の
各
課

題
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
以
下

に
お
い
て
、
各

編
を
概
観

し
、

そ
こ

に
み
ら

れ
る
円
了
の
排
耶
論
の
内
容
と
、
そ

の
比
較
方
法
や
問

題
点

を
指
摘
す

る
こ

と
に

し
た
い
。

『
真

理
金
針
』
初
編
で
は
、

仏
教

の
理
論

に
よ
っ
て
耶
蘇
教
を
排

し
尽
す

こ

と
は
困
難
な
こ
と
で
あ
る
け

れ
ど
も
、
将

来
の
仏
教
の
盛
衰
は
論
理
を
研

究

し
て
、
理

論
上
自

教
の
真
実

を
開

き
、
耶
蘇
教
の
虚
妄
を
示

す
こ
と
に
あ

る
と
し
て
。

第
一
　

耶
蘇
教
を
修
む
る
こ
と
。

第
二
　

耶
蘇
教
を
研

く
こ
と
。

の
二

点
の
作
業
を
お
こ
な
い
、
耶

蘇
教
の
所

説

が
論
理
に
合
わ
ず
、
事

実
に

適
し
な
い
点
を
一
二
項
目
に
わ
た
っ
て
示
し
、
こ
れ
ら
の
諸
点
よ
り
、
耶
蘇

教
を
論
破
し
て
い
る
。
そ
の
一
二
項
目
と
は
、

第
一
　

地
球
中
心
説

第
二
　

人
類
主
長
説

第
三
　
自

由
意
志

説

第
四
　

善
悪
禍
福

説

第
五
　
神
力
不
測

説

第
六
　

時
空
終
始

説

第
七
　
心
外
有
神

説

第
八
　

物
外
有

神
説

第
九
　

真
理
標
準
説

第
十
　

教
理
変
遷
説

第
十
一
　

人
類
起
源

論

第
十
二
　

東
洋
無
教
説

こ
の
一
二
項
目
に
わ
た
る
排
耶
論
に
重
ね
て
、
円
了
は
、
理
論
上
耶
蘇
教

を
排
す
る
諸
点
と
し
て

、
次

の
一
一
項
目

を
示

し
て

い
る
。

第
一
　

耶
蘇
教
の
創
造
説
は
理
学
の
進
化
論
と
両

立
す
可

ら
ざ

る
事
。

第
二
　
天

帝
と
時
空
の
関
係
明

か
な
ら
ざ
る
こ
と
。

第
三
　

神
人
の
関
係
明

か
な
ら
ざ

る
こ
と
。

第
四
　

天

帝
と
物

心
の
関
係
明

か
な
ら
ざ
る
こ

と
。

第
五
　
天

帝
と
可

知
不
可

知
の
関

係
明

か
な
ら

ざ
る
こ
と
。

第

六
　
天
帝
自
在
力

を
有
す

る
所
以
明

か
な
ら
ざ

る
こ
と
。

第
七
　
天

帝
と
因
果
の
関
係
明

か
な
ら
ざ
る
こ
と
。

只
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第
八
　
天

帝
と
真
理
の
関
係
明

か
な
ら
ざ
る
こ
と
。

第
九
　
天

帝
と
善
悪
賞
罰
の
関
係
明

か
な
ら
ざ

る
こ
と
。

第
十
　
人

と
動

植
の
区
別
判
然

た
ら
ざ

る
こ
と
。

第
十

一
　

耶
蘇
教
に
確
乎
た

る
定
説
な
き
こ
と
。

前
論
の
一
二
項
目
と
こ
の
一
一
項
目
は
、
順
序
は
異
な
る
け
れ
ど
も
、
そ

の
内
容

は
同

一
の
も
の
で
あ

っ
て
、
前
論
の
要
点
を
略
記
し

た
も

の
が
、
こ

の
一
一
項
目

で
あ
る
。
つ
ま

る
と
こ
ろ
、
仏
教
は
科
学
や
西
洋
哲
学

と
理
論

的
に
合
致
す

る
も
の
で

あ
る
け
れ
ど
も
、
キ
リ
ス
ト
教
は
科
学
や
西
洋
哲
学

に
あ
い
入

れ
な
い
も
の
で
、

理
論
的
で
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。

最
後

に
、
初

編
を
帰

結
す
る
に
あ
た
っ
て
、
耶
蘇
教
の
創
造
説
と
仏
教
の

唯
心
論

と
を
比
較

し
て

、
仏
教
の
唯
心
論

が
論
理
的
に
適
合
し
て
い

る
こ
と

を
証
示

し
て
い

る
の
で

あ
る
。

次

に
、『
真
理

金
針
』

続
編
「

耶
蘇
教
を
排
す

る
は
実

際
に
あ
る
か
」
で
、

円
了

は
、
排
耶

論
の
実

際
論
を
展
開
す
る
に
あ
た
っ
て

、
仏
教
が
キ
リ

ス
ト

教
に
比

べ
て

、「
護
法
愛

国
」
の
精
神

が
強
く
存
在
す
る
こ
と
か
ら
論

じ

て

い
る
。

は
じ
め
に
、

仏
教

の
「
愛

国
」
面

の
実
益
か
ら
論
じ
ら
れ
て

ゆ

き
、「
愛

国
」
面

の
実

益
の
要

点
を
五
ヵ
条
に
わ
た
っ
て
示

し
て

い
る
。

第
一
条
　

国
際
上

に
関

し
て
実

益
を
与

ふ
る
事
。

第
二
条
　

政
治
上

に
関

し
て
実
益
を
与

ふ
る
事
。

第
三
条
　
道
徳
上
に
関
し
て
実
益
を
与
ふ
る
事
。

第
四
条
　

教
育
上

に
関

し
て
実

益
を
与

ふ
る
事
。

第
五

条
　
開
明

上
に
関

し
て
実
益

を
与
ふ
る
事
。

つ
づ
い
て
、

仏
教
の
「

護
法
」
面
の
実
際
を
論
じ
る
の
に
、
以
下

の
よ

う

な
四

つ
の
要
目

を
掲
げ
、
こ
れ
ら

を
論
究
し
て
、
護
法

の
良
策
は
理
論

に
あ

ら
ず
し
て
実
際

に
あ
る
こ
と
を
、
論
じ
て
い
る
。

第
一
　

社

会
一
般
の
事
情

第
二
　

日
本
今
日
の
事
情

第
三
　

宗

教
一
般
の
事
情

第
四
　

仏
教
今
日
の
事
情

以
上

の
諸
点

か
ら
し
て
、
耶

蘇
教

を
排
す
る
に
し
て
も
、
仏
教
を
将
来
に

さ
か
ん
に
す

る
の
も
、
実
際
の
改
良
を
計
る
よ
り

急
勢

な
る
は
な
い
の
で
あ

っ
て
、

仏
教
の
護
法

の
第
一
に
は
、
僧
侶
を
し
て
世
間

の
実
益

を
起
さ
せ
る

こ

と
で
あ

る
と
い

う
の
で
あ
る
。

仏
教

を
再
興
す

る
に
は
社
会
の
実
益
を
起
す
こ

と
で

あ
り
、

そ
の
た

め
に

は

仏
教
の
改
良

も
必
要

に
な
っ
て
く
る
の
で

あ
っ
て
、
円
了

が
仏
教
の
改
良

を
主
唱
す

る
の

は
、

仏
教

を
愛
す

る
か
ら
で
あ
り
、

仏
教

が
真
理

に
合
致
し
、

開
明
に
適
し
、
国
益

を
助
け

る
と
こ
ろ

が
あ
る
か
ら
で
あ

っ
て
、
耶
蘇
教
を

排
す
る
の
は
、
耶

蘇
教

を
に
く
む
か
ら
で

は
な
く
て
、

そ
れ
が
真
理
に
反
し
、

開
明
を
妨
げ
、
国
益

を
与
え

な
い

か
ら
で
あ
る
と
い
う
の
で

あ
る
。

『
真
理
金
針
』
続

々
編
「
仏
教
は
智
力
情
感
両

全
の
宗
教

な
る
所
以

を
論

ず
」
で
は
、
仏
教

は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
聖
道
門

と
浄
土
門

を
兼

ね
備
え
た

智
力
と
情
感
の
宗
教
で
あ

る
こ
と
を
述
べ
て

お
り
、
こ

の
こ
と
を
円
了
は
、

「

仏
教
は
智
力
情
感
両
全
の
宗
教
に
し
て
、
耶
蘇
教
は
情
感
一
辺
の
宗
教
」

論対の教トスリキと教仏
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で
あ
る

と
い
う
の
で
あ
る
。
　

ま
ず（

釈
迦
の
哲
学

が
仏
教

と
位
置
づ
け
、
仏
教
諸
宗
派
（
諸
学
派
）
を
西

洋
哲
学

に
配
当
し
て
、
小
乗
諸
宗
は
主

観
的

唯
物
論
で

あ
り
、
大
乗

の
初
門

は
唯
心
論
と
定
め
、
仏
教
は
差
別
平
等
不
一
一
不
二
な
る
を
も
っ
て
中
道
と
い

う
の
で

あ
っ
て
、
西
洋
哲
学

の
す

べ
て
が
・
こ
の
中
道

の
一
辺

を
示
す

に
す
ぎ

な
い

と
す
る
の
で
あ

る
。

こ

の
哲
学

の
妙
理

を
宗
教

の
上
に
応
用
し
て
安
心
立
命
の
方
法

を
教
え
た

も
の
が
仏
教
で
あ
る
と
し
て
、
聖
浄
二
門
の
仏
教
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

「

聖
道
門
は
表
面

に
智

力
の
宗
教
を
示
し
、
裏
面
に
情
感
の
宗
教
を
含
み
、

浄
土
門
は
表
面
に
情
感
の
宗
教
を
示
し
、
裏
面
に
智
力
の
宗
教
を
含
む
も
の

な
り

。
此
表
裏
両
面

相
合
し
て
仏
教
全
体
を
組
成
す
る
」
も
の
と
述

べ
て
い

る
。
そ
し
て
耶
蘇
教

は
、
上

述
の
よ
う
に
、
情
感
の
宗
教
で
あ
る
の
で
、
耶

蘇
教
は
仏
教
の
一
部
分
で
あ

る
理
由

を
、
次

の
五

つ
で
示
し
て
い
る
。

第
一
　

仏
教
は
智
力
情
感
両
全

の
宗
教

な
り
。
耶
蘇
教
は
情
感

一
辺

の

宗
教
な
り
。

｛

第
二
　

仏
教
は
因
果
の
原
理

を
以

て
組
織

せ
る
宗
教

な
り
。
耶

蘇
教

は

因
果
の
原
理
よ
り
派
生
す

る
所

の
天
帝

を
以
て
構
成

せ
る
宗
教
な

第
三
　
仏
教
は
心
性
思
想
を
本
と
し
て
立
つ
る
宗
教
な
り
。
耶
蘇
教
は

心
性
思
想
の
作
用

よ
り
想
出
す

る
所
の
天

帝
を
本
と
し
て
立
つ
る

宗
教

な
り
。

第
四
　

仏
教
は
無
始
無

終
無

生
無
滅
の
真
如

の
体

を
万
物
万
化

の
本
源

と

し

て

論

ず

る

宗

教

な

り

。

耶

蘇

教

は

真

如

の

一

端

な

る

天

帝

迦

創

造

を

万

物

万

化

の

本

源

と

し

て

論

ず

る

宗

教

な

り

。

第

五
　

仏

教

は

普

遍

の

理

体

を

説

き

、

耶

蘇

教

は

個

体

の

天

帝

を

設

く

る

宗

教

な

り

。

ま
た
、
耶
蘇
教
が
偏
僻
不
公
平
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
仏
教
は
公
明
正
大

無
偏
無
党
で
あ

る
こ

と
を
五
項
目
に
示

し
て
述

べ
、
耶

蘇
教

が
仏
教

の
一
部

分
で
あ
る
こ
と
を
証
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
耶
蘇
教
の
真
実
な
ら
ざ

る
所
以

を
示
し
て
、
こ
こ
で

も
ま
た
、
耶
蘇
教

が
仏
教
の
一

部
分

に
過

ぎ
な

い
こ
と
を
述

べ
て

い
る
の
で

あ
る
。

四
　
円
了
の
排
耶
論
（
２
）
―
―
『
仏
教
活
論
』
の
場
合

排
耶

の
書
『

仏
教
活

論
』
は
、
上
述

の
よ
う
に
四
部
か
ら
成
り
立
っ
て
い

る

が
、
円
了

の
排
耶
論
を
知
る
に
は
、
第

一
部
『

仏
教
活
論
』
序
論
と
、
第

二
部
『
仏
教
活
論
』
本
論
、
第
一
「

破
邪
活
論
」
を
究

め
る
こ
と
で
充
分
と

思
わ
れ

る
。

そ
こ
で
、
ま

ず
第
一
部
、
序

論
か
ら
み
て
い
く
こ
と
に
す

る
が
、
そ

の
冒

頭

の
文

に
、「
余
夙

二
仏
教

ノ
世
間

二
振

ハ
ザ
ル
ヲ

慨

シ
、
自
ラ
其

再

興
ヲ

任

ジ
テ
独
力
実
究

ス
ル
コ
ト
已

二
十
数
年
、
近
頃

、
始

メ
テ
其
教

ノ
泰
西
講

ズ
ル
所

ノ
理
哲
諸
学

ノ
原
理

二
符
合

ス
ル
ヲ
発
見

シ
、
之

ヲ
世

上
二
開
示

セ

ン
ト
欲

シ
テ
、
爰

二
一
大

論
ヲ
起
草
ス
ル
ニ
至

ル
。
名
ケ
テ
仏
教
活
論
卜
称

ス
。」
と
あ
る
。
こ
こ
で
円
了

が
仏
教

を
論
ず

る
態
度
が
述
べ
ら
れ
、
ど
う
し

て

か
れ

が
仏
教

を
助
け
、
耶

蘇
教

を
排
す
る
か
の
理
由

が
述
べ
ら
れ
て

い
る
。



「

余

ガ
仏
教
ヲ
助
ケ
テ
耶

蘇
教
ヲ
排

ス
ル
ハ
、
釈

迦
其
人
ヲ
愛

ス
ル
ニ
ア
ラ

ズ
、
耶
蘇
其
人
ヲ
悪
ム
ニ
ア
ラ
ズ
。
唯
余
ガ
愛
ス
ル
所
ノ
モ
ノ
ハ
真
理
ニ
シ

テ
、
余

ガ
悪

ム
所

ノ
モ
ノ
ハ
非

真
理

ナ
リ
。
今
、
耶

蘇
教
ハ
真
理
ト

シ
テ
取

ル
ベ
カ
ラ

ズ
性
質
ア
リ

、
仏
教
ハ
非

真
理
ト

シ
テ
捨
ツ

ベ
カ
ラ
ザ
ル
性
質
ア

リ
。
是
レ
、
余
ガ
飽
ク
マ
デ
其
一
ヲ
排
シ
、
其
ニ
ヲ
助
ク
ル
所
以
ナ
リ
。
」
と

あ
る
。
真
理

と
非

真
理
を
比
較
の
基
準
に
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

他

方
に
お
い
て
、
円

了
は
、
仏
教
を
護
り

、
耶
蘇
教
を
排
す
る
理
由
に
、

仏
教

が
「

真
理
ヲ
愛

シ
、
国
家
ヲ
護
ル
」
点
を
指
摘
し
て
い

る
。
つ
ま
り
、

「

護
国
愛

理
」
あ
る
い
は
「

護
法
愛
国
」
の
た
め
に
、
仏
教
活
論

が
展
開
し
、

排
耶

論
が
論

じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

次

に
、
『
仏
教
活
論
』
本
論
、
第
一
「

破
邪
活
論
」
で

は
、
耶

蘇
教

の

有

神
説

を
排
し
て

、
仏
教
の
真
如
説
を
開
く
こ
と
か
ら
は
じ

め
て
い

る
。
そ

し

て
こ
の
点
を
論
証
す

る
に
あ

た
っ
て
、
次
の
七
項
目

を
前
提

に
し
て
す
す

め

て
い
る
。

第
一
　

耶
蘇
教

ノ
有
神

説
ハ
陰

証
ア
リ
テ
陽
証

ナ

シ
。

第
二
　

実
際
上

必
要

ナ
ル
モ
ノ
必
ズ

シ
モ
理
論

上
真

理
ナ
ル
ニ
ア
ラ

ズ
。

第
三
　

近
世
学

者
ノ
論
中
時

々
有
神

ノ
説
ア

ル
ヲ
見

ル
モ
、
比
言
ヲ
以

テ
有
神
論

ノ
真
ヲ

証
ス
ル
ニ
足
ラ

ズ
。

第
四
　

哲
学
書
中

二
往

々
天
神

ノ
字
ア

ル
ヲ
見

ル
モ
、
之
ヲ
以

テ
耶

蘇

教
ノ
天
神
ト
同
一
義
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ト
ヌ
ル
ノ
理
ナ
シ
。

第
五
　
爰
二
甲
乙
両
説
ア
リ
テ
共
二
臆
説
ヨ
リ
出
ヅ
ル
モ
、
一
ハ
実
験

説
二
近
ク
、
一
ハ
遠
キ
ノ
異
同
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
。

第

六
　
西

洋
人
ノ
未

ダ
発
見

セ
ラ

ル
新
理
ノ
却
テ
東
洋
学
中

ニ
ア
ル
モ

計
り
難
キ
ヲ
以

テ
、
独

り
西
洋
人

ノ
論

ズ
ル
所

ヲ
取
り
テ
、
全
ク

東
洋
古
来
ノ
説
ヲ
排
ス
ル
ノ
理

ナ

シ
。

第
七
　

耶
蘇
教
ノ
天

神

ハ
主
観
上

ノ
天

神
ニ

シ
テ
、

客
観
上

ノ
天

神

二

ア
ラ

ズ
。

つ
づ
け
て
こ

れ
ら

七
項
目
に
つ
い
て
解
説
し
た
の
ち
に
、
耶

蘇
教
者

が
天

神
の
実
在

を
証
明
す

る
の
に
用
い
る
諸

論
を
、
第

一「
原
因

論
」
、
第
二
「
秩

序
論
」
、

第
三
「

進
化
論
」
、

第
四
「

道
徳
論
」
、

第
五
「
人
性
論
」
、

第
六

「
神
力
論
」

に
配

列
し
、
そ
れ
ら
を
論
じ
る
こ
と
に
よ

っ
て
排
耶
論
が
論
述

さ
れ
、

仏
教

の
顕
正

活
論
が
用
意

さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

「

破
邪
活

論
」
の
結
論
と
し
て
、
五
つ
の
こ
と

が
ら

が
示
さ
れ
て
い
る
が

こ

れ
ら
は
要

す
る
に
、
耶
蘇
教
の
有
神
説
は
空
想
に
し
て
妄
説
に
す
ぎ
な
い

こ
と
を
述

べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
円
了
は
こ
の
こ
と
を

さ
ら
に
約
言
し
て
、

余

ガ
説

ハ
天
地

二
開
端
ノ
起
源

ナ
キ
所
以
ヲ
証
明

ヌ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

即
チ
天
地
万
物

ハ
其
身
不

生
不

滅
、
無
始

無
終

ニ

シ
テ
、
其
現

ズ
ル
所

ノ
変
化

ハ
循
環

運
行

シ
テ
、
爲
ハ
進
化

シ
。
或

ハ
退
化

シ
、
或

ハ
開
発

閉
鎖

シ
テ

際
涯
ナ
ヤ
モ

ダ
ナ
ジ
。
其
際
涯
ナ
キ

ノ
間
二
種
々
／
世
界
ヲ

現

ジ
テ
、

一
大
世
界
開
キ
テ
亦
閉

ヂ
、

閉

ヂ
テ

亦
開
ク
ノ
ミ
。
而

シ
テ

其
進
退
開
閉
シ
テ
際
涯
ナ
キ
ハ
因
果
相
続
、
相
関
ノ
一
理
法
ア
ル
ニ
ヨ

ル
。
言
ヲ

換
ヘ
テ
之
ヲ
言

ヘ
バ
、
万
物

唯
一
体
、
諸
法
唯
一
理
ナ
リ
。

此
理
ヲ
示

ス
モ
ノ
諸
教
中
独
リ

仏
教
ア

ル
ノ
ミ
。
其
教
中

二
説

ダ
所
ノ

物
体
不
滅
説
、
因
果
相
続
説
ハ
理

学
ノ
原
則

タ
ル
物
質
不
滅
、
勢
力
恒

論対の教トスリキと教仏
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存
ノ
理
法

卜
同

一
ナ
ル
モ
ノ
ニ

シ
テ
、
其
理
法
ノ
真
ナ
ル
以
上

ハ
仏
説

亦
真
ナ
リ

ト
云

ハ
ザ
ル
ベ
カ
ラ

ズ
。
且
ツ
物
質
不
滅
、
勢
力
恒
存
ノ
理

法

卜
天

神
説
ハ
両
存

ス
ベ
カ
ラ

ザ
ル
モ
ノ
ニ

シ
テ
、
不

滅
説
真
ナ
レ

バ

創
造
説
真
ナ
ル
コ
ト
能
ハ

ズ
。
創
造
説
真
ナ
レ
バ
不

滅
説
真
ナ
ル
コ
ト

能
ハ

ズ
。
何
者
カ
已

二
創
造
ア
レ
バ
終
始
生
滅
ア
ジ
ト
云

ハ
ザ
ル

ベ
カ

ラ
ズ
。
不
生
不
滅
ナ
レ
バ
創
造
ア
ル
ベ
キ
理
ナ
ケ
レ
バ
ナ
リ
。
是
レ
余

ハ
仏
教
ヲ
以
テ
真
理
ト
シ
、
耶
蘇
教
ヲ
以
テ
非
真
理
ト
ス
ル
所
以
ナ
リ
。

と
結

論
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
耶
蘇
教
の
有
神
説
・
創
造
説

が

仮
定
説
で

あ
り
、

仏
教
の
唯
心
論
や
真
如
説
の
正

し
さ

が
、
理
学
の
原
則

に

よ
っ
て

、
確

証
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

五
　
円
了
の
排
耶
論
の
特
色
―
―
む
す
び
に
か
え
て

以

上
の
よ
う
に
、
井

上
円
了
の
排
耶
論
を
、
そ
の
著
作
『
真
理
金
針
』

、
と

『
仏
教
活
論
』
に
限
定
し
て
み

る
と
、
か
れ
の
排
耶
論
の
特
色

と
し
て
、
次

の
こ
と
を
示

す
こ
と
が
で
き

る
。

（
一
）
　
耶
蘇
教
の
創
造
説
と
仏
教
の
唯
心
論
を
比
較
し
て
、
仏
教
の
唯
心
論

が
論
理
的
に
適
合
し
て
い

る
こ

と
を
証
示
し
、
理
論
上
耶

蘇
教
を
排
し

得

る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。

（
二
）
　
耶
蘇
教
を
排
す
る
の
は
、
仏
教
が
真
理
に
合
致
し
、
開
明
に
適
し
、

国
益
を
助
け

る
と
こ
ろ

が
あ
る
の
に
対
し
て
、
耶
蘇
教

が
真
理

に
反

し
、

開
明

を
妨
げ
、
国
益

を
与
え

な
い

か
ら
で
あ

る
。
こ

れ
は
実
際
論

か
ら

の
排
耶
論
で
あ
っ
て

、「

護
法
愛
国
」

を
基
準
と
し

た

仏
教

の
排

耶
論

で
あ
る
。

（
三
）
　
仏
教
は
智
力
情
感
両
全
の
宗
教
で
あ
る
が
、
耶
蘇
教
は
情
感
一
辺
の

宗
教
で
あ

る
の
で
、
耶

蘇
教

が
仏
教
の
一
部
分
で

あ
る
こ

と
を
証
示
し

て
い
る
。

（
四
）
　
排
耶
論
の
中
心
が
耶
蘇
教
の
非
真
理
性
に
あ
る
こ
と
を
再
び
主
張
し

て
、
耶
蘇
教
の
有
神
説

を
排
し
て
、
仏
教
の
真
如
説

を
開

く
こ

と
が
論

証
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
原
因
論
、
秩
序
論
、
進
化
論
、
道
徳
論
、

人
性
論
。
神
力
論
の
諸
視
点
か
ら
の
仏
教

の
排
耶
論

が
論
述

さ
れ
て
い

る
。
（
五
）
　
西
洋
の
哲
理
に
仏
教
の
真
理
を
確
証
し
た
上
で
の
仏
教
の
排
耶
論
で

あ
る
が
、
単
な
る
感
情
的
な
も
の
で

は
な
く
、
理
性
的
性
格
の
強

い
も

の
で
、
そ
の
意
味
で
は
、
排
耶
論
と
い
う
よ
り

も
、

仏
教

と
キ
リ

ス
ト

教
の
比
較
研
究
、

あ
る
い
は
比
較
宗
教
学
を
志
向
す
る
態

度
と
い
う
こ

と
が
で
き

る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
意
味
で
、
仏
教
と
キ
リ
ス
ト

教
の
対

論
に
ふ
さ
わ
し
い
論
考
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

上
述

の
こ

と
か
ら

、
円
了

の
排
耶
論

に
み
ら
れ
る
比
較
の
基
準
は
、
日
因

果
律
や

進
化

論
と
い
っ
た
「

理
学
実
験

の
結
果
」
に
対
し
て
、
つ
ま
り
「
科

学
に
耐
え

る
宗
教
」
あ
る
い
は
「
科
学

の
理
法
に
合
致
し
た
宗
教
」
が
あ
げ

ら
れ
る
。
（
二
）
「
論
理
の
原
則
」
に
応
合
す
る
か
ど
う
か
。
つ
ま
り
「
哲
学
に

耐
え
う
る
宗
教
」
か
ど
う
か
の
基
準
が
指
摘
さ
れ
る
。
（
三
）
仏
教
の
唯
心
論
と

真
如
説

が
、

キ
リ
ス
ト
教
の
創
造
説

と
有
神
説
に
対
し
て
、
論
理
的
適
合
性

と
い
う
点
で
対
比
さ
れ
て
い
る
。
（
四
）
「
護
国
愛
理
」
あ
る
い
は
「
護
法
愛
国
」

0
2
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の
宗
教
が
示
さ
れ
、
最
後
に
、
（
五
）
「
智
力
と
情
感
」
の
宗
教
と
い
う
基
準
が

示

さ

れ
て

い

る
。

し

か
し

、

円

了

の

仏

教

理

解

に
対

し

て

キ

リ

ス
ト

教

理

解

の

不

十

分

さ

も

指

摘

す

る

こ

と

が

で

き

る

し

、

仏

教

の
現

実
形

態

に
み

ら

れ

る
非

科

学

性

に

つ

い

て

は

論

究

が
な

さ
れ

て

い

な

い

。

さ

ら

に

、

円

了

の

理

解

し

た
西

洋

諸

思

想

が
、

東

洋

思

想

の

理

解

に

対

比

し

、

そ

の

皮

相

性

も

看

過

す

る
こ

と

が

で

き

な

い

。

い

ず

れ

に

し

て

も

、

円

了

の

排

耶

論

は

、

当

時

と

し

て

は

、

も

っ

と
も

す

ぐ

れ

た

仏

教

と
キ

リ

ス
ト

教

の

対

論

で

あ

り

、

今

日

で
も

多

く

の

示

唆

を
示

し

て

い

る

両

教

の

比

較

研

究

で

あ

る
と

い

う

こ

と

が
。

本

稿

の
結

語

で

あ

る
。

（
１
）
　
船
山

信
一
『
明
治
哲
学
史
研
究
』
ミ

ネ

ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
五
九
年
、
八
〇

―
一
〇
一
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

な
お

、
井
上
円
了
の
哲
学
・
思
想
に
つ

い
て

は
、
峰
島
旭

雄
「
現
象
即
実
在

の
宗
教
観
―
―
井
上
円
了
―
―
」
『
明
治
思
想
家
の
宗
教
観
』
大
蔵
出
版
、
一

九
六
五
年
、
お
よ
び
同
氏
「
明
治
期
に
お
け
る
西
洋
哲
学
の
受
容
と
展
開
（
７
）
―

―
井
上
円
了
の
排
耶
論
―
―
」
『
早
稲
田
商
学
』
二
二
六
号
、
一
九
七
六
年
。

に
お

お
く
よ
っ
て
い
る
。

（
２
）
　
次

の
五
項

目
で
あ
る
。

第
一
　

耶
蘇
教
は
真
実
一
法

を
説
き
、
仏
教
は
真
実
方
便
を
兼
記
す
。

第
二
　

耶
蘇
教
は
人
の
機
根
同
一
な
り

と
定
め
、
仏
教
は
不
同
一
な
り
と
定
む
。

第
三
　

耶
蘇
教
は
賞
罰
に
無
数
の
階
級
を
立
て
ず
、
仏
教
は
無
数
の
階
級
を
分

つ
。

第
四
　

耶
蘇
教
は
三
世
因
果
を
説
か
ず
、
す

べ
て
天
帝

の
故

意
に
帰
し

、
仏
教

は
三
世
因
果
を
立
て
て
す

べ
て
因
果
応
報
に
帰
す
。

第
五
　

耶
蘇
教
は
転
生
漸
化
を
説
か
ず
し
て
、
即
得

往
生

を
説
き
、
仏
教
は
之

を
並
説
す

。

（
３
）
　
以
下

の
よ
う
な
五
項
目
を
示

し
て
い
る
。

第
一
　

耶
蘇
教

は
陰
証
あ
り
て
陽
証
な
し

。

第
二
　

耶
蘇
教
は
理
学
実
験

の
結
果

に
合
格
せ
ず
。

第
三
　

耶
蘇
教

は
論
理
の
原
則
に
応
合
せ
ず
。

第
四
　

耶
蘇

教
は
進
化

の
規
則
に
背
反
す
。

第
五
　

耶
蘇
教
は
心
理
の
学
説

に
背
反
す
。

（
４
）
　
『
仏
教
活

論
』
本
論
　

第
一
の
第
十
五
段
「

結
論
」
　（

第
百
七
十
節
）
に

五
項

目
に
わ
た
っ
て
排
耶
論

が
述

べ
ら
れ
て
い

る
。

（

せ
り

か

わ

・

ひ

ろ

み

ち
、

宗

教

学

・

宗

教

思

想

、

淑

徳

短

期

大

学

教
授

）
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